
 

『 言葉の力 』～言葉遣いについて～  

校長　西村　　健　　 
　右の文は、私の好きな言葉です。「言葉」は、人生を  

も変える力があると思います。また、「言葉＝文化」だ 　言葉が変われば　心が変わる 

と考えています。授業の大部分は「言葉の力」を付ける   心が変われば　　行動が変わる 

ためのものでありますし、友達同士のトラブルも言葉に   行動が変われば　習慣が変わる 

よるものが殆どです。そのため、昨年度から、本校では、   習慣が変われば　人格が変わる 

努力目標の一つ「自他を大切にする子」の具現化の施策   人格が変われば　運命が変わる 

として「気持ちのよい挨拶と返事・正しい言葉遣い」を   運命が変われば　人生が変わる

進めています。「ふわふわ言葉」と名前に「さん付け」 

を励行しています。

　言葉と言っても、正しい言葉遣いといったらどちらかといえばマナーの範疇に入るものと、要約し

て話す、結論その後に理由を述べる、ラベリング、ナンバリング、接続詞（つなぎ言葉）に気を付け

 て話す、といった表現技法に入るものもあります。

　表現力と思考力は、表裏一体であり、表現力の大部分が言葉の力を介しているので、「言葉の力」

 を付けることは非常に重要だと考えています。

　「教室で教える小学生の作法」（野口芳宏：学陽書房）の中に「言葉遣い」について書かれていま

 すので、これを紹介します。ぜひ参考にしてください。

　　言葉遣い　 　 公の場で通じる言葉遣いを 丁寧で美しい日本語をたくさん聞かせましょう 

◆言葉は財産 

　 日本語はとても美しく豊かな言語です。しかし、いまの子どもたちはきちんとした言葉を耳 

にする機会があまりありません。ですから教室では「です・ます」で締めくくる丁寧な言葉遣 

いを教えるようにしたいものです。 

　先生や目上の人への挨拶は「おはよう」ではなく「おはようございます」。 

　授業中の発言は、「Ａだと思う」ではなく「Ａだと思います」。 

　あいづちをうつときは、「ウン」ではなく「はい」。 

　教室は公の場ですから、そこで発せられる言葉は、どこへ行っても通用するべきものである 

べきです。またそのような「公的話法」を身につけることがことが、子どもたちにとっての生 

涯にわたる大切な財産になっていきます。 

【言葉遣い５カ条】 

　どんな場でも、誰に聞かれても恥ずかしくない話し方を身につけさせるために、以下の５カ 

条から始めてみてください。 

◆第１条／伝わるように話す 

　話すという行為はいうまでもなく、自分の思いを人に伝えるためのものです。つまり、最低限、

相手の耳に届くように話すこと、これが言葉遣いの第一歩になります。当たり前のようですが、

この基本ができていない人は大人の中でもたくさんいます。 

　たとえば私が教えている大学生のなかにも、雑談では大声をあげているのに、講義中の発言 

はずいぶん小さな声しか出さない者がいます。「この学生たちは話し方を教えられてこなかっ 

たのだなあ」とつくづく思ってしまいます。言葉遣いは一種の習慣ですから、できるだけ早い 

時期から「伝えたい相手のほうを向いて、伝わるように話す」この原則を習得させていきたい 

ものです。 

 

第２条からについては、次回号にて紹介します。                            　

 

 

                                                  行事予定  
 
　　１日（月） ２学期始業式 １４日（月） 　　スポーツの日 
 全校５時間授業 １５日（火） 連合音楽会（５年） 
　　２日（火） 身体測定 １８日（金） クラブ活動 
　　３日（水） すこやか会議 ２３日（水） 木曜日課（全校５時間授業） 
　　 ９月引落日②  学習発表会総練習 
　　７日（月） 読み聞かせ（１年） ２４日（木） 水曜日課　委員会活動 
 視力検査週間 ２５日（金） １０月引落日① 
　　９日（水） スクールカウンセラー来校  前日準備作業 
 児童会朝会 ２６日（土） 学習発表会 
 委員会活動 ２８日（月） 振替休業日 
　１１日（金） クラブ活動（３年生見学会）  
 

行事予定が変更になったときは、マチコミメールで連絡します。

 
 

 
　　９月３日（火）、２年生は校外学習に行ってきました。 
　今年は、バスと電車を利用して、「ねぶたの家ワ・ラッセ」と 
「あおもり縄文ステーション　じょもじょも」を見学しました 
　ワ・ラッセでは、うちわ作りや跳人体験をとおして、郷土の祭り
について学習しました。じょもじょもでは、縄文時代の四季の生活
の様子や服装などについて学習しました。 
　行き帰りのバスや電車では、マナーを守り、静かに乗車すること
ができました。 
　初めてバスや電車を利用した子もおり、とても有意義な校外学習となりました。

 
 
 
　９月８日（日）から１０日（水）まで、６年生にとっては卒業式の次に大きな行 
事である修学旅行に出かけました。  
　これまで、雨に当たることが多かった６年生ですが、今回は３日間とも 
快晴に恵まれ、１００万ドルの夜景をみることができ、予定通りに行程を 
終えることができました。 
　自主研修では、暑さの中、さまざまなハプニングに遭遇しながらも、全 
員時間どおりに戻って来るなど、臨機応変に行動するたくましさが見られ 
ました。 
　仲間と過ごした楽しく、充実した３日間。学校では学ぶことのできない 
大切なものを学ぶことができた修学旅行でした。

　９月１８日（水）、３年生が社会科の学習でマックスバ 
リュ幸畑店を見学に行きました。スーパーマーケットで働 
く人の仕事内容やバックヤードの様子などについて見学し 
ました。 
　また、買い物体験もしました。お店の人にこれまで疑問 
に思っていたことや商品について質問をし、知識を深める 
ことができました。 
　来店中のお客さんに迷惑をかけないようにマナーを守る 
など、立派な見学態度でした。 
　今回の見学をこれからの学習に生かしていくことになり 
ます。 


